
 

 

 

 
 

 

 天気の良い日の
日差しが、とって
も強い季節になり
ました。帽子など
の日焼け対策や、
水分補給もお忘れ
なく！ 
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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
10 時～、13 時～ 
英語による庭園ガイド 

ツアー(無料)、開催中！ 
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｢都立庭園  
園長の採れたて情報｣ 

ホームページ → 検索 
「公園へ行こう！」 

見てね！ 

→ 検索 

『『花花菖菖蒲蒲をを楽楽ししむむ』』期期間間::６６月月３３日日((土土))～～１１８８日日((日日))  

 小石川後楽園では、例年６月上旬から中旬に６６０株の

ハナショウブが見ごろを迎えます。 

 見ごろの時期に合わせ「花菖蒲を楽しむ」と題して、お

客様をお迎えします。優美なハナショウブに彩られた新緑

の美しい田園風景をお楽しみください。 

 

(１)木道「花菖蒲の小道」 

 期間：６月３日(土)～１８日(日) 

 内容：ハナショウブを間近でご覧いただけるよう菖蒲田 

   の脇に木道を設置します。 

 

(２)特別ガイドツアー「花菖蒲めぐり」 

 日時：６月４日(日) ※荒天中止 

➀１０時・②１３時(各回約５０分) 

 内容：植物研究家・上田良就氏からハナショウブについ

ての話を聞きながら、園内をめぐります。参加費

無料(入園料別途)。 

 定員：各回２０名。➀９時３０分～、②１２時３０分～

涵徳亭前にて整理券配布(当日先着順)。 

 集合：整理券を受取後、時間になりましたら松原へお集

まりください(案内看板があります)。 

 

(３)雅楽の演奏会～大名庭園に響く雅楽の調べ～ 

 日時：６月１０日(土) 

    ①１０時３０分開場・１１時開演 

    ②１３時３０分開場・１４時開演(各回約３０分) 

 内容：涵徳亭にて、花舞鳥歌風遊月響雅楽団による雅楽

の演奏会。江戸時代の随筆集『甲子夜話(かっしや

わ)』の中で、後楽園で饗宴の際に演奏されたとさ

れる「胡飲酒(こんじゅ)」等を含めた雅楽を演奏。 

    参加費無料(入園料別途)。 

 定員：各回７０名。➀９時３０分～、②１２時３０分～

涵徳亭前にて整理券配布(当日先着順)。 

  

  

 

 

 また、庭園ガイドボランティアによる庭園ガイドは、土

曜日、日曜日、月曜日の１１時、１４時(各回約６０分、雨

天中止)、参加費無料(入園料別途)、黄門様の衣裳や庭園の

印半纏(子ども用あり)を着て記念撮影をしていただける記

念撮影コーナーは、期間中毎日１０時～１６時(雨天、強風

時中止)です。 
 

公演メモ 
●『甲子夜話(かっしやわ)』とは、江戸時代後期、平戸
藩主松浦清(静山)が、当時の社会風俗や逸話などをまと
めた随筆集。甲子の夜に起稿されたことから、この名が
ついたといわれています。当園での演奏は、林述斎(はや
しじゅっさい)からの聞き書きとして記述されています。 
●「胡飲酒(こんじゅ)」とは、胡国(古代、中国北方の異
民族の国)の王様が酒に酔ったさまを舞にしたともいわ
れる雅楽の舞曲。 

 
《昨年６月上旬》 

 良く晴れるとキラキラと若葉が眩しい園内、まさに風

薫る季節です。お昼休みには、園内でお弁当を召し上が

っているお客様も多く見かけます。心地の良い風と、美

味しいお食事で一息、気分も新たに午後からも充実した

時間を過ごしていただけたらと願います。 

 夏の花、スイレンやハスも葉を出し始め、花の季節に

向けて準備が始まっています。 

 さて、５月の後半からは、当園の初夏の風物詩、ハナ

ショウブが咲き出します。白、紺、紫など、ジメジメし

た季節を忘れさせてくれるような花の色、左記の内容で

催し物も行います。ぜひ、みなさまでお出かけください。 

小石川後楽園園内図 
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小石川後楽園の山を知ろう  

 

と詠んだのは江戸時代の俳人・山口素堂、今は街中でも

青葉が美しく、ハイキングにでも行きたいな、などと思

われる方も多いと思います。そこで今回は、園内にある

“小さな山(左下案内図参照)”をご紹介します。 

【➀琉球山(りゅうきゅうやま)】 

 渡月橋から通天橋に向かって左側の斜面。富士山 

を模(かたど)り、名前は白いリュウキュウツツジ(琉 

球躑躅)が咲いたことによるとも、江戸時代に当園を 

訪れた琉球使節によるとも伝わります。 

【➁小廬山(しょうろざん)】 

京都の清水寺周辺をうつしたともいわれる蓮池奥 

の山。全体をオカメザサで覆われ、標高は約１５ｍ。 

江戸時代の儒学者・林羅山が名付けたといわれます。 

【③大黒山(だいこくやま)】 

 丸屋前から松原に向かう仮橋を進んだ松原手前の 

左側。昔、大黒天の像を安置したお堂がありました。 

【④棕梠山(しゅろやま)】 

 内庭から紅葉林に向かう木曽路の一帯。シュロの 

木がたくさん生えていたことに由来します。また、 

木曽路にあることから別名・木曽山とも呼ばれます。 

 さて、４か所の“山”のつく場所をご案内しまし 

たが、当園内で一番高いのは、左図㋑の小町塚(こま 

ちづか)と、八卦堂を挟んで西側にある山、ともに標 

高約１９ｍ、ビル１階分を３ｍで計算すると、６階 

くらいに相当します。二番目に高いのが、㋺の清水 

観音堂跡で標高約１８ｍです。 

 園内を一周すると、土地の高低で景色の見え方も 

変化し、たとえ花の少ない季節でも楽しく散策をし 

ていただけます。 

高尾山や御岳山など、東京にも人気のある山がた 

くさんありますが、当園にある小さな山の上から見 

下ろす風景も、なかなかですよ。ぜひ、歩き易い靴 

でお越しくださいね。 

 

 

➀琉球山 

➁小廬山 

目には青葉 山ほととぎす 初鰹 


